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でが一連の自律訓練法の練習の流れであり、1 回数分、1 日に数回、練習を重ねていく。 
自律訓練法により、心理的、生理的な変化が見られるとされている。また医学の各領域、スポーツの
トレーニングなど様々な領域で自律訓練法の研究がなされている。Stetter らは、60 研究の meta-
analysis の結果、自律訓練法が、緊張性頭痛、本態性高血圧などで有意な効果があったと報告している。
慢性痛に対しても、22 人中 14 人で疼痛の軽減、消失が得られたと報告しているが、比較対象を設定し
た研究ではない。本研究では、慢性痛患者に対して自律訓練法を用い、痛み、精神状態、自律神経機能
への影響をランダム化比較試験によって検証した。
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導者が個別に行い、1 回 20 分とし、2 週ごとに合計 3 回行った。さらに、患者に自律訓練法に関する
CD と小冊子を渡したうえ、1 回数分程度、1 日 3 回程度自己練習を行うことを指導した。指導内容は、
7 つある自律訓練法の標準公式のうち、背景公式、第一公式、第二公式とした。
介入群 17 名、対照群 19 名を調査対象とした（心拍変動については介入群 11 名、対照群 12 名を調査
対象とした）。評価項目は疼痛生活障害評価尺度(Pain Disability Assessment Scale:PDAS)、心拍変動
(Heart Rate Variability : HRV)、Profile of Mood States (POMS)、痛みの Visual Analog Scale (VAS)、
血圧、心拍数とした。主たる評価項目は PDAS総得点とした。
対象の背景については、性別、年齢、精神科受診歴の有無、慢性痛の原因が外傷によるか否かをχ二
乗検定で、またランダム化前の初回評価項目について Mann-Whitney の U検定を行い、介入群と対照群
が同質であることを検証した。その後各評価項目の 4 週間での差について、介入群と対照群で Mann-























































　   さらには自律訓練法の副作用の問題も考慮した。第二公式までであれば重大な副作用は多くない。
本研究では慢性痛患者を対象にしており、様々な背景を持つ患者が対象であるため、副作用の少な
い第二公式までの指導にとどめた。
　   また専門家の意見をもとに、第二公式までの習得でも十分な成果があげられると判断した。ただし
この点について検証した研究は少なく、今後さらなる検証が必要である。
Q： 対象者が自律訓練法に習熟していることの確認はどのように行われたか。
A： 指導のつど本人に練習回数、頻度、習熟度について確認を行った。その報告をもとに、基本的には
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対象者はおおむね自律訓練法に習熟したものと判断した。しかし、指導者の主観によらない確認方
法や、定量的な習熟度の確認方法は必要であると考えられ、今後の検討課題とする。
Q： 慢性痛を原因別に分けて解析を行ったか。
A： 痛みには原因毎に侵害受容性痛、神経障害性痛、心因性痛などがある。対象者数が限られた中で細
分化すると検出力が低下すると考え、今回は先行研究を踏まえて痛みの原因として外傷の有無、精
神科受診歴という大まかな分類により解析を行った。対象者を増やし、痛みの原因毎に分けて解析
することについて今後の検討課題とする。
以上の質疑を中心に活発な討議が行われ、申請者はそれらの質問におおむね適切に回答した。
以上の審査の結果、本研究は、自律訓練法が慢性痛に効果がある可能性を示唆しており、それを報告
した本論文は学位論文に値すると評価された。
　
